


・ 海上交通安全法適用海域では、長さ50メートル以上の船舶
・ 港則法適用海域では、総トン数500トンを超える船舶

●情報聴取の対象船舶

情報聴取義務海域の拡大

●情報提供等

東京湾内を航行する船舶に対し、東京湾海上交通センターがVHF無線電話で提供する情報の聴取
義務海域が拡大されます。 

・ 情報聴取義務海域において、東京湾海上交通センターが船舶の安全な航行を支援するための情
報提供や勧告などを行います。 

にお ける 新 たな 制 度平 常 時

木更津港

千葉港

京浜港

館山港

横須賀港
港則法海域
海交法海域

拡大後の情報聴取義務海域

木更津港

千葉港

京浜港

館山港

横須賀港

指定海域

入域通報

１．入湾時
　・ 剱埼洲埼ライン
２．出港時
　指定海域に入るとき　又は　入る前
　・ 各港の著名な物標等付近
　・ 周囲に著名物標がないときは北緯東経を通報

●通報位置

非常災害時に指定海域内に所在する船舶を把握するため、指定海域に入域する対象船舶は、東京
湾海上交通センターに対しVHF無線電話等による入域通報が必要となります。

長さ50メートル以上の船舶
（AISを作動させている船舶を除く※）

●対象船舶

※簡易型AISを作動させている船舶は通報対象船舶です。
※総トン数100トン以上で30人以上搭載している船舶も通報をお願いします。
　（AISを作動させている船舶を除く） 

※これまでの位置通報は廃止します。

●通報事項
1 船舶の名称
2 呼出符号
3 通報地点における船舶の位置
4 仕向港の定まっている船舶にあっては、
    仕向港（岸壁・錨地）
5 船舶の長さ
6 船舶の喫水

・○○航路・水路出航中、○○沖抜錨中、○○ブイ通過
中、○○防波堤通過中などのタイミング
・入湾時においては、剱埼灯台と洲埼灯台を結んだ線を
通過時に「剱埼洲埼ラインを通過中」

入域通報（例）

東京湾海上交通センター

船  舶

○○丸、こちらは東京マーチス。
貴船の位置を確認しましたので、
これで入域通報を受け付けました。

東京マーチス、こちらは○○丸。入域通報します。
本船の呼出符号はJG0000、現在、▲▲港を出港し
●●防波堤を通過中。仕向けは◎◎港■■岸壁です…

通報位置（例）

剱
埼
洲
埼
ラ
イ
ン

※改正海交法第32条の通報

小型船の航法（千葉港）

港則法の事前通報の省略

通報は、右の様式により行ってください。また、海上交通
安全法の航路通報と港則法の事前通報を個別に送付す
る場合にも、可能な限り同様式を使用してください。

※通報の送付先は航路通報送付先に同じです
　連絡先は裏面をご覧ください　
※共通様式の入手はこちらから ⬆

※改正港則法第38条第2項の通報（改正前港則法第36条の3第2項の通報）

●省略の条件等
次の船舶は、浦賀水道航路入航前日正午までに行う海
上交通安全法の航路通報※（変更通報含む）に、港内の係
留施設名及び管制水路入航予定時刻を追記することで、
港則法の事前通報を省略することができます。
※海上交通安全法第22条の通報

航路通報・事前通報共通様式

http://www6.kaiho.mlit.go.jp/tokyowan/

千葉港では京浜港と同様に小型船の航法が適用となります。
千葉港は港則法第１８条第２項に定める船舶交通が著しく混雑する特定港に指定されるため、総
トン数500トン以下の船舶（小型船）は、総トン数５００トンを超える船舶の進路を避けなければな
りません。また、千葉港内を航行する総トン数５００トンを超える船舶は国際信号旗数字旗１を掲
揚しなければなりません。

入航時刻の指示等

危険を防止するために必要があるときは、京浜港及び千葉港の管制水路※を航行しようとする管
制船に対し、水路の入航時刻の変更、進路を警戒する船舶の配備等を指示する場合があります。
※横浜航路、鶴見航路、川崎航路、京浜運河、東京西航路、東京東航路、千葉航路、市原航路

各港管制水路入航前日正午までに行う港則法の事前通報※は、条件を
満たすことで省略できます。また、海上交通安全法の航路通報の変更
時においても省略できます。

浦賀水道航路通航後、他の港に寄港したり、錨泊したり
せず、港則法の管制水路を航行しようとする船舶

入港時

港則法の管制水路通航後、他の港に寄港したり、錨泊し
たりせず、浦賀水道航路を通航しようとする船舶

出港時


